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研究計画内容 【研究背景】 

コロナ禍によって、生活環境の変化や将来に対する不安から、ストレスがたまりやすい社

会となってしまった。実際に民間調査のデータより、コロナ禍前の 2019 年とコロナ禍の

2020 年を比較すると、ストレスを感じる人の割合は約 16％増加していた。そんな状況の

中、そのストレスを解消するための手段の一つとして、衝動買いが注目されている。しか

し、衝動買いをしたことがある人の 86％が後悔することがあると答えた調査結果もある。        

後悔する人が多い衝動買いを人はなぜ行ってしまうのかしてしまうのか？なぜストレス

は人に衝動買いをさせるのか？私たちはストレスと衝動買いの関係性として考えられる

人の心理状態や、金銭感覚に着目して研究した。 

 

【研究内容】 

初めに、どのような人が衝動買いをするのか、衝動買いをする人の特徴・原因を民間の調

査結果・論文の先行研究・私たちが実際に調査したアンケートから明らかにする。次に、

先ほど明らかになった結果に基づいて仮説を立て、重回帰分析・プロビット分析・トービッ

ト分析を行い、仮説が正しいかどうかを検証した。重回帰分析等では、自分たちで考えた

アンケートの設問から、変数を当てはめて分析を行った。最後に、これまでの調査結果と

分析結果を照らし合わせ、どのような人が衝動買いをするのかについてまとめた。 

 

【期待される効果】 

今回の研究によって、消費者は衝動買いをする人の特徴・原因が明らかになるため、無駄

な衝動買いをなくすことができる。また、生産者も衝動買いをする人の特徴・原因が明ら

かになることで、衝動買いを誘発することができ、利益を増やすことができる。このよう

に、消費者・生産者のお互いがメリットとデメリットを理解することによって、効率よく

経済が循環することが期待される。 
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